
 

看護学科（論 文） 問題解説 
 
□■ 出題意図・評価方法・評価ポイント 

 

〔Ⅰ〕課題文は、渡辺一史の著書『なぜ人と人は支え合うのか「障害」から考える』の一部で

ある。出題範囲は「障害」とは何かを考える上で、対照的な二つの考え方である医学的

モデルと社会モデルが具体例をもって詳細に述べられている文章の一部を採用した。看

護職を目指す受験生へ、文章の理解力、設問解釈の適切性、身体・社会的課題の捉え方、

問題意識、解決思考、表現力、倫理的思考を問い、総合的に評価する。 
 
〔Ⅱ〕課題資料は厚生労働省が令和 4 年に実施した「人生の最終段階における医療・ケアに関

する意識調査報告書」の一部である。この調査で「最期を迎えたい場所」についての調

査結果と実際の状況、最期を迎えるにあたり重要だと思うことについて、図から読み取

る受験者の図表読解能力を問うている。さらに、一般国民と医療者の認識の違いを読み

取り、看護を目指す者として希望の場所で最後を迎える上で必要なことを問うことで受

験生のこの分野の社会的課題に対する問題意識、分析力の深さ、倫理観、論理的思考を

総合的に評価する。 
 

□■ 受験生へのメッセージ 

 

両課題は、今日の保健医療福祉の分野に関する課題への問題意識、理解力、表現力、論理的

思考力などを総合的に問うたものです。看護職を目指す受験生には、日頃より、国内外の保健

医療福祉の分野におけるさまざまな課題に対する問題意識や関心を持つとともに、それらに対

する自己の考えについて十分深めておくことを期待します。 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 


